
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月９日

【四半期会計期間】 第20期第１四半期(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

【会社名】 株式会社フォーバル・リアルストレート

【英訳名】 Ｆｏｒｖａｌ　ＲｅａｌＳｔｒａｉｇｈｔ　Ｉｎｃ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　武　林　聡

【本店の所在の場所】 東京都渋谷区渋谷二丁目7番５号

【電話番号】 03-5468-6902

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　早川慎一郎

【最寄りの連絡場所】 東京都渋谷区渋谷二丁目７番５号

【電話番号】 03-5468-6902

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　早川慎一郎

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

株式会社フォーバル・リアルストレート(E05528)

四半期報告書

 1/15



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第20期
第１四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 189,390 777,607

経常損失（△） (千円) △24,019 △46,844

四半期(当期)純損失（△） (千円) △23,774 △38,327

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △23,774 △38,327

純資産額 (千円) △1,354 21,379

総資産額 (千円) 116,587 145,553

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △112.81 △215.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － －

自己資本比率 (％) △6.6 11.1

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は第19期第２四半期より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、第19期第１四半期連結累計期間

の記載はございません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半

期(当期)純損失であるため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

当社グループは、前連結会計年度（事業年度）まで３期続けて営業損失を計上しており当第１四半期連

結累計期間においても引き続き営業損失を計上していることから、継続企業の前提に関する重要事象等が

存在しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

なお、当社グループは、前第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期

連結会計期間との対比の記載はしておりません。

（1）業績の状況　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀によるデフレ脱却に向けた大胆な金融・

財政政策、いわゆるアベノミクスへの期待から景況感が好転するとともに、輸出関連企業を中心に企業収

益の改善が見込まれるなど、一部に景気回復の動きが見られました。一方、欧州経済の低迷やアジア新興

国の成長鈍化等の景気下振れリスクが依然として存在し、先行きに対する不透明感を払拭できない状態

が続きました。

このような経済環境の中、東京都心５区（千代田・中央・港・新宿・渋谷区）のオフィスビル市場に

おいては、平成25年６月末時点の平均空室率が8.46％となり、前連結会計年度末比で小幅に低下しており

ます。（注）

その一方で、東京都心５区の平成25年６月末時点における平均賃料は前年同月比で386円（2.30％）下

落し16,377円／坪となりました。（注）

当第１四半期連結累計期間において、当社は引き続き顧客企業の移転時における、不動産物件の仲介か

ら内装工事、各種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までをトータルにサポートするソリュー

ション事業を中心に事業活動を進めてまいりました。

不動産仲介等の売上高については、24,404千円となりました。

内装工事等の売上高につきましては、142,611千円となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が189,390千円、営業損失が24,026千円、

経常損失が24,019千円、四半期純損失が23,774千円となりました。

（注）大手不動産会社調べ

 

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、116,587千円となりました。資産の主な内訳は、現金及

び預金26,000千円、受取手形及び売掛金67,539千円、差入保証金10,628千円等であります。
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負債は、117,942千円となりました。負債の主な内訳は、買掛金78,109千円、未払金17,791千円等であり

ます。

以上の結果、純資産は、当第１四半期連結累計期間における四半期純損失の計上等により△1,354千円

となり、再び債務超過に陥りました。自己資本比率は、前連結会計年度末の11.1％から△6.6％となりまし

た。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半連結期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
（4）研究開発活動

該当事項はありません。

　
（5）従業員数

当第１四半期連結累計期間において、提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　
（6）生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい増減はありません。

　
（7）主要な設備

当第１四半期連結累計期間において主要な設備に著しい変動はありません。また、主要な設備の新設、

除却等の計画に著しい変更はありません。

　
（8）事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は

改善するための対応策

当社グループは、前連結会計年度（事業年度）まで３期続けて営業損失を計上しており、当第１四半期

連結累計期間においても引き続き営業損失を計上していることから継続企業の前提に関する重要事象等

が存在しております。

当社グループにおいては、当該状況を解消し黒字化を図ることが取り組むべき最優先課題であると考

えており、以下に示す施策に取り組んでいる最中でございます。

・ソリューション事業の強化及び収益力の向上

不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までを行うソ
リューション事業においては、引き続き取り組みを強化してまいります。具体的には、物件情報の充実、
機能拡充等、ナビサイトの適時更新による集客の強化に加え、カグクロ㈱と共同運営する法人向け賃貸
事務所検索サイトのリリースや一括問合せサイトへの登録等、各種方法による集客強化を行ってまい
りました。さらに、問合せチャネルの複線化としての紹介営業や代理店の構築、グループ会社顧客への
働きかけ強化等による紹介案件の創出についても、コンスタントに問合わせを獲得しており順調に推
移しております。問合せ数の底上げを図るため、テレアポイント要員の増加およびチームの結成、平成
25年３月に完了いたしましたナビサイトの改修などを行っており、今後更なる問合せ数増加を見込ん
でおり、引き続き各取り組みを強化してまいります。　
また、コスト面につきましては事業全体レベルでフォーバルグループのリソースと共有化を図り、引
き続き低コストオペレーション化に取り組むことと、たとえ１円であろうと、必要でない経費は使わな
いという意識を、継続的に社内全体に浸透させることで、収益力の向上を図ってまいります。
・事業基盤の強化
ナビサイトや代理店等からの紹介、グループ会社顧客への働きかけ等、不動産関連業務の問い合わせ
からオフィス仲介、内装工事、各種インフラ・オフィス機器、オフィス什器の手配までの各プロセスの
数値管理を徹底することと、業務フロー・役割分担を明確化することによる顧客対応レベル及びサー
ビスレベルを継続的に向上させることで、事業基盤の強化を図ってまいります。
あわせてコーポレートスローガンである「「見つかる」「創る」「活かす」」のリリースや、「Ｆ
ＲＳの強み」のリリース、当社ナビサイト「オフィス移転ｎａｖｉ」の認知度向上のためのオリジナ
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ルエコバッグの作成やノベルティの作成・配布等、コーポレートブランド構築のための施策を随時実
施しております。
当社グループは、上記の施策を実行することで営業損益及び営業活動によるキャッシュ・フローの改
善を見込んでおります。また、平成24年11月９日に親会社である㈱フォーバルと貸付極度額40,000千円の
特別貸付極度枠約定書を締結しており、平成25年７月30日付で20,000千円の資金調達を実施しておりま
す。さらに平成25年３月には第三者割当増資の引き受け先として資金支援を受けております。以上のこと
から、今後も親会社からは必要に応じて資金支援を受けることが可能と判断しております。
当社グループといたしましては、以上のことから、継続企業の前提に関する重要事象等を解消できるも
のと考えており、継続企業の前提に関する不確実性は認められないものと判断しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 843,000

計 843,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 210,750 210,750
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株の採用はありません。

計 210,750 210,750 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 － 210,750 － 176,506 － 76,506

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期連結会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

210,750
210,750 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 210,750 ― ―

総株主の議決権 ― 210,750 ―

(注)  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　　　該当事項はありません。

　
２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は前第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期連結累計期

間の四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書との対比の記載はしておりません。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,380 26,000

受取手形及び売掛金 85,683 67,539

その他 6,309 5,859

貸倒引当金 △8,280 △8,168

流動資産合計 119,093 91,231

固定資産

有形固定資産 6,621 6,340

無形固定資産 8,812 8,301

投資その他の資産

差入保証金 10,868 10,628

破産更生債権等 16,220 16,269

その他 157 86

貸倒引当金 △16,220 △16,269

投資その他の資産合計 11,026 10,714

固定資産合計 26,460 25,356

資産合計 145,553 116,587

負債の部

流動負債

買掛金 76,870 78,109

未払金 10,216 17,791

未払法人税等 1,702 387

前受金 9,123 2,314

賞与引当金 7,911 3,960

その他 18,350 15,379

流動負債合計 124,174 117,942

負債合計 124,174 117,942

純資産の部

株主資本

資本金 176,506 176,506

資本剰余金 76,506 76,506

利益剰余金 △236,916 △260,691

株主資本合計 16,096 △7,678

新株予約権 5,283 6,324

純資産合計 21,379 △1,354

負債純資産合計 145,553 116,587
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 189,390

売上原価 134,375

売上総利益 55,015

販売費及び一般管理費

給料及び手当 28,118

その他 50,923

販売費及び一般管理費合計 79,042

営業損失（△） △24,026

営業外収益

受取利息 0

雑収入 6

営業外収益合計 6

経常損失（△） △24,019

特別利益

事業譲渡益 500

特別利益合計 500

税金等調整前四半期純損失（△） △23,519

法人税、住民税及び事業税 255

法人税等合計 255

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △23,774

四半期純損失（△） △23,774
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △23,774

四半期包括利益 △23,774

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △23,774
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　当第１四半期連結会計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日） 

　　　　該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 1,158千円

　

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当第１四半期連結累計期間において23,774千円の四半期純損失を計上いたしました。この結果、当第１

四半期連結累計期間において1,354千円の債務超過となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　　当社は、ソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

    １株当たり四半期純損失金額（△） △112円81銭

    (算定上の基礎) 　

    四半期純損失金額（△）(千円) △23,774

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―

    普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △23,774

    普通株式の期中平均株式数(株) 210,750

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期純損失で

あるため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　  　資金の借入

　  　当社は、平成25年７月30日付で、20,000千円の資金の借入を実行しております。

　  　概要は次の通りです。

　  　(1)借入先　　　：株式会社フォーバル

　  　(2)借入金額　　：20,000千円

　　　(3)借入金利　　：年　2.0％

　　　(4)返済方法　　：期日一括

　　　(5)借入実行日　：平成25年７月30日

　　　(6)返済期限　　：平成26年６月30日

　　　(7)担保の状況　：無担保、無保証

　　　(8)資金使途　　：運転資金

(9)当社との関係：当社普通株式を128,420株(平成25年６月30日現在)保有している親会社であり、役

員の兼務、サービスの取次、商品仕入等の営業取引を行っております。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月８日

株式会社フォーバル・リアルストレート

取締役会  御中

　

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    須    永    真    樹    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    　    潤    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社フォーバル・リアルストレートの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四
半期連結会計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４
月１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーバル・リアルストレート及び
連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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